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開館時間／火〜金曜日…午前９時〜午後６時
　　　　　土・日曜日…午前９時〜午後５時
今月の休館日／19日（火）、21日（木）、毎週月曜日
問市図書館（☎62-2560）　http://www.library-asahi-chiba.jp/

◦日本の女性議員	 （三浦まり）
◦家族という病２	 （下重暁子）
◦ママ、もっと自信をもって
	 （中川李枝子）
◦研究不正	 （黒木登志夫）
◦奇妙な菌類	 （白水貴）
◦認知症は早期発見で予防できる
	 （青柳由則）
◦食べる私	 （平松洋子）
◦ソウル行最終便	 （安東能明）
◦スクープのたまご	 （大崎梢）
◦ツバキ文具店	 （小川糸）
◦葵の月	 （梶よう子）
◦銀

ぎん

杏
こう

アパート	 （片島麦子）

◦伊達の企て	 （近衛龍春）
◦防諜捜査	 （今野敏）
◦狩猟家族	 （篠原悠希）
◦屋上の道化たち	 （島田荘司）
◦疾風に折れぬ花あり	（中村彰彦）
◦テミスの休息	 （藤岡陽子）
◦若様とロマン	 （畠中恵）
◦アムステルダムの詭計	（原進一）
◦マチネの終わりに	（平野啓一郎）
◦緑衣のメトセラ	 （福田和代）
◦サラバンド・サラバンダ	（藤沢周）
◦ニセモノの妻	 （三崎亜記）
◦本懐に候	 （山本音也）
◦炎上チャンピオン	 （横関大）

市図書館だより

「この日のために」上・下

幸田真
ま

音
い ん

 著
（KADOKAWA）

　東京でのオリンピック開
催を目指し奔走する池田勇
人と田畑政治。逆境をバネ
に大事業に挑んだ男たちの
知られざる物語です。

「市立ノアの方舟」

佐藤青南 著
（祥伝社）

　廃園寸前の動物園を守る
ため、素人園長磯貝は飼育
員と園の立て直しに取り組
み始める。仕事への情熱が
伝わってくる小説です。

幼児向きの絵本の読み聞かせ
日時／7月14日（木）、28日（木）
　　　午後４時30分〜５時
場所／市民会館

おはなしの時間

市
長
　
明
智 

忠
直

師
弟
の
絆

　
教
え
子
の
先
生
に
対
す
る
思
い
は
、

い
か
に
年
齢
を
重
ね
て
い
こ
う
と
も
、

遠
く
の
地
に
離
れ
て
い
よ
う
と
も
、
そ

の
絆
は
永
遠
に
変
わ
ら
な
い
―
―
。
そ

ん
な
印
象
を
強
く
感
じ
た
イ
ベ
ン
ト
が

先
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
教
師
冥
利
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
が
、
主
催
し
た
教
え
子
一

人
一
人
の
気
持
ち
は
、
天
国
の
恩
師
に

届
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
失
わ
れ

そ
う
な
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
人

を
思
う
気
持
ち
、
寄
り
添
う
心
、
全
て

が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
凝
縮
さ
れ
て
い
た

気
が
し
ま
す
。
教
え
子
た
ち
が
企
画
運

営
な
ど
に
遠
方
か
ら
駆
け
付
け
、
地
元

の
仲
間
の
応
援
を
受
け
な
が
ら
、
準
備

を
進
め
て
き
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
当

日
を
迎
え
る
ま
で
不
安
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
教
え
子
の
皆
さ
ん
の
気
持

ち
が
一
つ
に
な
り
、
素
晴
ら
し
い
も
の

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

「
神
原
洋
子
先
生
の
教
え
子
た
ち
に
よ

る
音
楽
会
」。
あ
さ
ひ
少
年
少
女
合
唱

団
の
初
代
指
揮
者
を
務
め
る
な
ど
、
旭

の
音
楽
教
育
に
大
き
く
貢
献
し
、
昨
年

急
逝
さ
れ
た
故
神
原
洋
子
先
生
を
偲
ん

で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
集
ま
っ
た
人
た

ち
に
涙
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
発
起
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
だ
け
で

こ
の
企
画
を
成
就
さ
せ
る
こ
と
が
先
生

に
対
す
る
恩
返
し
と
、
強
い
思
い
が
あ

っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
先

生
へ
の
思
い
、
師
へ
の
恩
の
深
さ
、
尊

崇
の
念
は
、
私
た
ち
に
も
し
っ
か
り
と

届
き
ま
し
た
。
き
っ
と
先
生
も
天
国
か

ら
み
る
こ
の
光
景
に
、
良
い
教
え
子
を

持
っ
た
と
満
足
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
教
え
子
た
ち
の
合
唱
や

演
奏
、
思
い
出
の
映
像
な
ど
、
全
て
私

た
ち
の
胸
を
打
つ
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
当
時
の
先
生
の
情
熱
と
愛
情
、
子
ど

も
た
ち
の
師
へ
の
恩
、
こ
の
こ
と
を
結

ぶ
絆
の
大
き
さ
を
し
み
じ
み
感
じ
た
コ

ン
サ
ー
ト
で
あ
り
ま
し
た
。

第
八
二
回

随 
筆
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